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漂流ブイで可視化される北太平洋移行領域の亜熱帯水輸送経路

Subtropical seawater transport pathway of the North Pacific Transition

Domain observed with drifting buoys
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　北太平洋移行領域は亜熱帯と亜寒帯の海水交換が行われ，海洋学的・気象学的・生物学的に非常に重要な海

域である。2015年に行われた漂流ブイ観測及び粒子追跡モデルの解析結果から，移行領域の流動構造や亜熱

帯から亜寒帯への海水の主な輸送経路が可視化され，低い海底地形がその経路決定に寄与していることを示唆

した。2017年に新たに行った漂流ブイ観測でも，低い海底地形の重要性が示唆された。低い海底地形上に形

成される順圧流が，北太平洋移行領域の表層の流動場に支配的であることが示唆された。
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